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●　 受講生に分かり やすく 研究成果を 伝えるために、 また受講生に自ら 活発な活動を さ せるためにプログ
ラ ムを 留意、 工夫し た点
　 放射線に関する講義および科研費の説明は、 液晶プロジェ ク タ ーを 用いて解り やすく 、 また身近な具体
例を 挙げるこ と で、 放射線や放射性同位元素に関し て実感を 持たせて説明し た。 受講生を ２ 人ずつ５ グ
ループに分け、 少人数でディ スカ ッ ショ ンし ながら 協力し て実験を 進め、 コ ミ ュ ニケーショ ン力を 駆使し
各自が活発に実験に関われるよう 配慮し た。 東邦大学理学部の放射線施設の見学では、 アルフ ァ 線、 ベー
タ 線、 ガンマ線を 測定するために適し た各種測定器を 実際に見学さ せ、 また一部については実際に使用さ
せて、 放射線に関し て体験的に理解さ せた。
　 また、 今回は聴覚特別支援学校から の参加申込があっ た。 生徒が所属する聴覚特別支援学校の教諭３ 名
から 手話通訳の支援を 受けるこ と ができ 、 聴覚障がいのある生徒にも 問題無く 参加し ても ら う こ と ができ
た。
 
●　 当日のスケジュ ール
　 放射線や放射性同位元素に関する講義および科研費成果を 簡単に紹介し た後、 密封線源から のガンマ線

の遮蔽実験を 行っ た。 核種は60Co、 152Euおよび137Csを 用い、 アク リ ル、 アルミ ニウム、 真ちゅ う 、 鉛の 2
cm厚の遮蔽板を 使っ て透過率の測定・ 計算を 行い、 密度や原子番号と の関係を 考察さ せた。 また5 mm厚の
鉛板を １ 〜４ 枚まで順次増加し 、 遮蔽板の厚さ と 透過率の関係を 片対数グラ フ にプロッ ト さ せて指数則で
ある事を 示し た。 参加者は高校１ 年生および２ 年生であり 、 まだ対数の学習を 終えていなかっ たため、 対
数に関する数学的な説明も 行っ た。

　 その後、 下限数量以下の非密封 RI  使用実験と し て、 タ ンパク 質を 35Sで標識し たバク テリ オフ ァ ージ

と 、 DNAを 32Pで標識し たバク テリ オフ ァ ージを 用いて遺伝物質の同定実験（ ハーシー・ チェ イ スの実験）
を 実施し た。 大腸菌と バク テリ オフ ァ ージの関係や、 ト レ ーサー実験の説明から 始め、 バク テリ オフ ァ ー
ジの吸着実験、 脱離実験、 遠心分離操作、 ろ 紙へのスポッ ト 、 放射能測定等を 行っ た。 放射能測定は、 簡
易検出器と し てGM計数管サーベイ メ ータ を 用い、 また正確な放射能は当大学RI 実験室の液体シンチレ ー
ショ ン計数器を 用いて行っ た。 液体シンチレ ーショ ン計数器を 用いた測定（ 約1時間） の間に、 東邦大学
理学部の放射線施設の見学を 実施し た。 その後、 ク ッ キータ イ ムと し て飲み物およびロールケーキを 食べ
ながら 、 科研費に関する詳細な説明を 行い、 またTAや講師と 話す機会を 持っ た。 最後に液体シンチレ ー
ショ ン計数器による放射能の測定結果を 見ながら 総合ディ スカ ッ ショ ンを 行い、 未来博士号の授与式およ
びアンケート 記入を 行っ て解散し た。

●　 実施の様子
　 東邦大学理学部生物分子科学科実験室（ 放射線監視区域内） で下限数量以下の放射性同位元素使用実験
を 実施し た。 班分けでは、 学年や公私立などを 考慮し て、 なるべく 教育課程が近い段階の生徒同士の班を
作っ た。 聴覚特別支援学校のグループには手話通訳と し てその高校の教諭について頂いた。 また、 全く 予
期し ていなかっ た聴覚障がいを 持つ別の生徒も 参加し ており 、 聴覚特別支援学校教諭から 手厚い支援を 頂
いた。
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【実施分担者】

藤崎　真吾 理学部・教授

【実施協力者】 4 名

【事務担当者】
林　誠司 学事統括部・課長

　

　

　

 
　

　

 
 

　   

　
　

　 和気あいあいと し た雰囲気の中で、 生徒達は積極的にディ スカ ッ ショ ンし 、 実験を 行っ ていた（ 上写
真） 。

●　 事務局と の協力体制
　 HPの開設や高校生の募集、 会計、 検収など事務局の全面的な支援を 受け、 実施担当者は実験の内容に集
中するこ と ができ た。 事務局と の協力体制は万全であっ た。

●　 広報活動
  広報活動と し て、 東邦大学理学部のHPに情報を 掲載すると と も に、 東京・ 千葉・ 埼玉の高等学校へ、
メ ールを 用いて広報し た。 その結果、 国内外から 10人の高校生の応募があり 、 全員に受講許可を 与えた。
また今回、 アメ リ カ 在住の高校生から も 参加があっ た。 また、 千葉県内の県立高校の教諭から 見学の申込
があっ た。 本実験は高等学校新課程、 生物基礎の教科書に掲載さ れている学習内容でも あるが、 実際に放
射性同位元素を 使っ た実験を 見る機会はほと んどない。 教員の指導力向上にも 有益と 思われたため見学を
許可し た。 さ ら に教科書出版社から 取材の申込があり 、 日本学術振興会の了解を 得て取材を 認めた。

●　 安全配慮
　 非密封放射性同位元素使用実験であるため、 白衣、 手袋、 ゴーグルなどの保護具を 着用さ せた。 また実
験台にはポリ エチレ ンろ 紙を 貼り 、 バッ ト の上で実験さ せた。 実験室では飲食禁止と し た。 非密封RI 使用
実験では、 １ 班に１ 名ずつTAまたは講師を 配置し 、 実験の安全には十分配慮し た。 「 放射能」 と 言う だけ
で、 恐怖を 覚える父母も いると 考えら れたため、 募集の段階から 安全性を 強調し 、 また、 実施代表者と 実
施分担者は共に文部科学大臣が発行する第１ 種放射線取扱主任者免状を 有し ているこ と も 説明し た。 事前
に災害時の避難経路についてTAおよび講師間で確認し た。

●　 今後の発展性、 課題
　 今回、 聴覚特別支援学校から の参加者があり 、 障がいを 持つ生徒の対応について改めて考える機会と
なっ た。 今後は、 障がいを も つ生徒が予告無く 応募し てく るこ と も 十分に対応するこ と が課題である。
　 ひら めき ☆と き めき サイ エンスは、 高校生の科学的知識欲を 刺激し 、 科学に対する興味関心を より 高
め、 また科研費で実施さ れている最先端の研究内容の一端に触れる事ができ るすばら し い企画である。 ア
ンケート の結果を みても 、 受講し た生徒は確実に理科に対する関心が高まっ ている。 こ のよう な実験企画
を さ ら に拡充するこ と で、 科学技術立国である日本の将来を 支える人材を 多く 輩出でき ると 確信し てい
る。
　 今後も でき る限り ひら めき ☆と き めき サイ エンス等によっ て、 高校生が先端的な科学に触れる機会を 増
やし て行き たい。
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